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学
園
情
報

トップ
インタビュー

★
大
阪
商
業
大
学
大
学
院
特
別
教
育
研
究
コ
ー

ス
「
Ｉ
Ｒ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
学
生
募
集

来
年

４
月
に
開
設
。
大
阪
市
北
区
の
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト

大
阪
に
あ
る
谷
岡
学
園
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
「
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
｜
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」
を
中
心
に
授
業

を
す
る
。
一
定
の
英
語
力
が
あ
り
、
３
年
以
上
の

社
会
人
経
験
者
が
対
象
。
Ｉ
Ｒ
（
カ
ジ
ノ
を
含
む

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
事
業
に
必
要
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
を
養
う
。
募
集
人
数
は
若
干
名
。
選
考
方

法
な
ど
詳
細
は
教
務
課
（

・
６
７
８
１
・
８
８

１
６
）
。

★
理
化
学
研
究
所
｜
東
京
大
｜
大
阪
大
ジ
ョ
イ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
「
創
発
物
質
科
学
と
未
来
開
拓
」

日
(
木
)
、

日
(
金
)
、
大
阪
市
北
区
中
之
島

４
の
大
阪
大
中
之
島
セ
ン
タ
ー
。
環
境
調
和
型
で

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
新
し
い
物
質

科
学
の
潮
流
を
テ
ー
マ
に
、
理
研
の
創
発
物
性
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
放
射
光
科
学
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
、
東
大
、
阪
大
か
ら
物
質
科
学
分
野
の
研
究

リ
ー
ダ
ー

人
が
参
加
し
、
講
演
や
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
の
「
博
士
課
程
教

育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
選
ば
れ
て
い

る
東
大
の
「
統
合
物
質
科
学
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
阪
大
の
「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
物
質

科
学
・
カ
デ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
履
修
し
て
い

る
大
学
院
生
も
ポ
ス
タ
ー
発
表
し
、
研
究
成
果
を

競
う
。

日
は

時
、

日
は
９
時
開
始
。
問
い

合
わ
せ
は
カ
デ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
（

・

６
８
５
０
・
６
４
０
３
）
。

★
大
阪
国
際
大
学
教
養
講
座

日（
金
）〈
第

１
回
〉
‖
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経
営
デ
ザ
イ
ン
学
科
の

石
井
康
夫
教
授
「
実
践
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
｜
日

常
生
活
の
中
か
ら
考
え
る
｜
」▽

月

日（
金
）

〈
第
２
回
〉
‖
現
代
社
会
学
部
法
律
政
策
学
科
の

古
賀
敬
太
教
授
「
Ｅ
Ｕ
は
ど
こ
に
行
く
の
か
｜
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
将
来
｜
」
▽

月

日
（
金
）

〈
第
３
回
〉
‖
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
経
営
デ
ザ
イ
ン
学

科
の
石
井
康
夫
教
授
「
企
業
統
治
（
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
と
危
機
管
理
｜
企
業
の
社
会

的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
を
再
考
す
る
｜
」
▽
２
０
１

５
年
１
月
９
日
（
金
）
〈
第
４
回
〉
‖
ビ
ジ
ネ
ス

学
部
経
営
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
小
泉
大
輔
講
師
「
日

本
の
企
業
組
織
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
｜
両
立
支
援
施
策
と
女
性
活
躍
推
進

施
策
｜
」
▽
２
月

日
（
金
）
〈
第
５
回
〉
‖
国

際
関
係
研
究
所
研
究
員
の
宮
崎
哲
也
教
授
「
Ｗ
ｅ

ｂ
３
・
０
時
代
の
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
」
。
い
ず
れ

も

時
〜

時
半
。
大
阪
府
枚
方
市
杉
３
の
同
大

学
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
２
｜
２
０
２
教
室
。
無
料
。

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
参
加
希
望
の
講
座
名
を

開
催
日
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
申

し
込
む
。
同
大
国
際
関
係
研
究
所
事
務
室
（

・

６
９
０
２
・
０
７
９
１
、
フ
ァ
ク
ス

・
６
９
０

２
・
２
７
４
４
）
。

★
龍
谷
大

食
の
循
環

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
で
配
信

来
年
４
月
に
農
学

部
を
開
設
予
定
の
龍
谷
大
学
は
「
食
の
循
環
」
を

共
通
テ
ー
マ
と
し
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
計
６
回

開
催
。
第
１
回
分
か
ら
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
に
配
信

し
て
お
り
、
視
聴
で
き
る
。
内
容
は
、
ヤ
ン
マ
ー

の
小
林
直
樹
常
務
取
締
役
農
機
事
業
本
部
長
ら
を

招
い
た
第
５
回
「
地
球
規
模
の
問
題
を
解
決
す
る

『
新
し
い
農
業
』
の
ク
リ
エ
イ
ト
」
、
黄
桜
の
若

井
芳
則
専
務
を
招
い
た
第
６
回
「
京
都
産
酒
米
か

ら
学
ぶ
『
米
』
と
『
食
の
循
環
』
〜
日
本
の
伝
統

産
業
と
農
業
の
未
来
〜
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

同
大
学
長
室
（
広
報
‖
０
７
５
・
６
４
５
・
７
８

８
２
）
。

追手門学院大学 坂井東洋男学長

関
西
沸
か
せ
る
人
材
を

追手門学院大学（大阪府茨木市）は、創立 周年を迎える再来年を〝第２の開学〟と位置づけ、

さまざまな改革に取り組んでいる。大きな柱となるのが、来年４月の地域創造学部の開設だ。「地

に足。世界にまなざし。」がスローガン。坂井東洋男学長に狙いなどを聞いた。 【中川博史】

｜
｜
新
し
い
学
部
を
作
っ
た

き
っ
か
け
は
？

◆
８
年
間
、
京
都
産
業
大
学

の
学
長
を
し
て
い
て
、
追
手
門

の
学
長
に
な
っ
た
の
が
２
年
３

カ
月
前
の
こ
と
で
す
。
再
来
年
、

創
立

年
を
迎
え
る
わ
け
で
す

が
、
大
学
と
し
て
は
ま
だ
若
い
。

で
も
、
そ
れ
な
り
の
時
間
は
経

過
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
あ
ま
り
改
革
に
力
を
入
れ

て
い
る
印
象
が
な
か
っ
た
ん
で

す
。
特
に
直
近
の

年
ほ
ど
は

動
き
が
な
か
っ
た
。
改
革
が
い

い
結
果
を
生
む
か
と
言
え
ば
、

必
ず
し
も
保
証
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
組
織
は
絶
え
ず

動
い
て
い
な
い
と
停
滞
し
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
、
時
代
の
流
れ

の
中
で
、
教
学
の
組
織
を
変
え

よ
う
と
考
え
た
ん
で
す
。

｜
｜
ど
ん
な
学
部
な
ん
で
し

ょ
う
。

◆
「
地
域
経
済
・
事
業
創
造
」

「
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
」
「
都

市
文
化
・
文
化
創
造
」
の
３
コ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
簡
単
に
言

え
ば
、
大
阪
、
神
戸
、
京
都
を

中
心
に
関
西
の
地
域
を
掘
り
起

こ
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く
人
材

を
育
て
る
の
が
目
的
で
す
。
何

と
か
、
地
域
に
活
力
を
注
入
し

た
い
。

政
府
が
「
地
方
創
生
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
が
、
民
間
で
な
い

と
地
域
の
創
造
は
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
観
光
一
つ

と
っ
て
も
、
京
都
や
奈
良
だ
け

で
な
く
、
飛
驒
高
山
あ
た
り
に

も
外
国
人
が
い
っ
ぱ
い
来
て
い

る
。
地
元
で
知
恵
を
出
し
合
う

か
ら
で
す
。

｜
｜
具
体
的
に
は
何
を
勉
強

す
る
の
で
し
ょ
う
。

◆
ど
う
す
れ
ば
文
化
を
生
み

出
せ
る
か
、
情
報
を
発
信
で
き

る
か
を
学
び
ま
す
。
土
地
を
知

る
尺
度
と
し
て
、
私
は
よ
く
お

菓
子
を
例
に
挙
げ
ま
す
。
お
い

し
い
お
菓
子
の
あ
る
と
こ
ろ
に

は
、
い
い
文
化
が
あ
り
ま
す
。

城
下
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら

え
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
要

は
「
売
り
物
」
や
「
特
長
」
を

見
つ
け
る
ん
で
す
。

大
阪
で
は
、
中
小
企
業
の
承

継
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
後
継
者
が
い
な
く
て
、

仕
事
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

が
で
き
な
い
。
で
は
ど
う
す
る

の
か
。
そ
う
い
っ
た
方
法
論
も

学
び
ま
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
京

都
で
は
、
京
セ
ラ
や
ロ
ー
ム
、

堀
場
製
作
所
な
ど
、
比
較
的
短

い
期
間
で
世
界
的
規
模
に
な
っ

た
会
社
が
あ
り
ま
す
。
大
い
に

参
考
に
な
り
ま
す
。

｜
｜
入
試
制
度
も
改
革
す
る

そ
う
で
す
が
。

◆
学
力
試
験
一
本
や
り
で
は

だ
め
だ
と
い
う
こ
と
は
、
み
ん

な
分
か
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

偏
差
値
は
、
思
っ
た
以
上
に
若

い
人
た
ち
を
毒
し
て
い
ま
す
。

何
の
た
め
に
大
学
に
入
る
の
か

を
き
ち
ん
と
考
え
て
も
ら
う
た

め
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
入
試
と

い
う
制
度
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。
面
接
を
し
た
う
え
で
、
設

定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
グ
ル

ー
プ
で
討
議
さ
せ
る
仕
組
み
で

す
。
文
部
科
学
省
の
２
０
１
４

年
度
「
大
学
教
育
再
生
加
速
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。物

事
を
多
角
的
に
考
え
、
自

分
な
り
の
結
果
を
出
す
の
が
大

事
な
ん
で
す
。
「
偏
差
値
に
左

右
さ
れ
な
い
」
と
い
う
意
味
で

は
、実
は
教
学
組
織
に「
笑
い
」

を
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

｜
｜
笑
い
、
で
す
か
？

◆
笑
い
は
文
化
そ
の
も
の
で

す
。
人
を
笑
わ
せ
る
の
に
は
高

度
な
能
力
が
必
要
で
す
。
そ
の

術
を
知
る
人
を
育
て
た
い
。
社

会
に
出
る
と
、
下
手
な
知
識
よ

り
も
、
よ
っ
ぽ
ど
役
に
立
ち
ま

す
。
客
員
教
授
に
、
お
笑
い
コ

ン
ビ
の
ロ
ザ
ン
を
招
い
た
の
も

そ
の
一
環
で
す
。
夢
は
知
と
笑

い
の
融
合
し
た
「
笑
学
部
」
の

設
置
で
す
が
、
ま
ず
は
笑
い
学

研
究
所
み
た
い
な
も
の
か
ら
始

め
ら
れ
な
い
か
な
あ
、
と
考
え

て
い
ま
す
。

‖
宮
武
祐
希
撮
影

追手門学院大学 経済、経営、社会、心理、国際教養の５学

部で構成。学校法人追手門学院が運営母体。幼稚園・こども園、

小中高校を併せ持つ総合学園で、法人創立 周年記念事業とし

て大学を設置した。起源は、主に軍人子弟の教育のため、大阪

城三の丸の近くに作られた大阪偕行社付属小学校にさかのぼ

る。入試課（0726419644）。

緒
方
洪
庵
の
創
設
し
た
「
適
塾
」
を
源
流
と
す
る
大
阪
大
学
が
、
学
内
外
向
け
の
広
報
誌
を
再

編
集
し
た
特
集
号
「
適
塾
か
ら
世
界
適
塾
へ
」
‖
写
真
‖
を
出
版
し
た
。
世
界
へ
飛
躍
す
る
ス
テ

ッ
プ
と
し
て
、
今
年
を
「
世
界
適
塾

元
年
」
と
位
置
づ
け
る
阪
大
。
特
集
号
で
は
、
阪
大
が
行

っ
て
い
る
世
界
的
な
研
究
な
ど
を
紹
介
し
、
国
際
的
な
活
躍
を
印
象
づ
け
て
い
る

【
嶋
谷
泰
典
】

「
適
塾
か
ら
世
界
適
塾
へ
」

は
学
外
向
け
に
発
行
し
て
い

る
「
大
阪
大
学
ニ
ュ
ー
ズ
レ

タ
ー
」
の
直
近
１
年
分
と
学

内
誌
「
阪
大
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
を
も

と
に
編
集
。
巻
頭
特
集
で
は
、

適
塾
で
行
っ
た
建
築
家
の
安

藤
忠
雄
さ
ん
と
平
野
俊
夫
総

長
と
の
特
別
対
談
を
掲
載
。

安
藤
さ
ん
は
大
学
の
専
門
教

育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
も

の
の
、
貨
客
船
で
海
外
へ
飛

び
立
っ
て
必
死
で
勉
強
し
、

世
界
的
な
建
築
家
と
な
る
ま

で
の
経
験
を
語
っ
て
い
る
。

小
説
家
・
開
高
健
さ
ん
の
言

葉
「
全
力
で
走
れ
。
そ
れ
し

か
君
の
生
き
る
道
は
な
い
」

が
人
生
の
大
き
な
励
み
に
な

っ
た
と
し
、
学
生
た
ち
へ
「
大

学
生
に
は
人
間
力
を
磨
く
た

め
の
十
分
な
時
間
が
あ
り
ま

す
。
学
生
時
代
に
本
気
で
勉

強
な
ど
と
闘
わ
な
か
っ
た
人

間
は
、
生
涯
闘
う
こ
と
な
い

と
思
い
ま
す
」
と
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
。

続
く
第
１
部
で
は
、
「
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
」
と

題
し
て
、
国
際
共
同
研
究
促

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
紹

介
。
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
教
育
」
と
題
し
た
第
２
部

で
は
、
海
外
留
学
し
て
世
界

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
阪
大

な
で
し
こ
」
や
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
海

外
留
学
生
ら
が
元
気
さ
を
ア

ピ
ー
ル
。
第
３
部
「
社
会
と

の
交
流
」
で
は
、
国
内
外
で

活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
企
業
訪
問
な
ど

を
取
り
上
げ
、
全
編
通
し
て

阪
大
の
豊
か
な
国
際
性
や
活

躍
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中

間
子
論
で
日
本
人
初
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
湯
川
秀

樹
博
士
が
、
阪
大
在
職
時
代

に
そ
の
論
文
を
完
成
さ
せ
て

い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
披

露
し
て
い
る
。

平
野
総
長
は
「
阪
大
は
２

０
３
１
年
の
創
立
１
０
０
周

年
に
、
世
界
ト
ッ
プ

の
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ

ィ
ー
『
世
界
適
塾
』
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
学

問
を
通
じ
た
多
様
性
の
創
造

に
よ
っ
て
、
心
豊
か
な
人
類

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

Ａ
４
判
、
１
５
４
㌻
。
非

売
品
。
問
い
合
わ
せ
は
広
報

課
（

・
６
８
７
９
・
７
０

１
７
）
ま
で
。

安藤忠雄さん対談、グローバル教育紹介記事など

阪大広報誌の特集号「適塾から世界適塾へ」

「
世
界
ト
ッ
プ

に
」志
込
め
て

年(平成 年)10月11日(土)　　年(平成 年)10月11日(土)　　


